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中学歴史プリント（書き取り）
奈良時代

名前 得点

　／21

問1 8世紀初めに編纂された、神話から推古天皇までの日本の成り立ちを記した歴史書を何
という？

問2 奈良時代の正倉院に収められている工芸品のもとになった、ユーラシア大陸を横断する
交易路を何という？

問3 令制国に派遣され、徴税や裁判といった地方の行政を担った官吏を何という？

問4 奈良時代、唐の進んだ政治制度や文化を学ぶために、日本が中国へ派遣した使節団を何
という？

問5 奈良時代、聖武天皇が仏教による国家の守護を目指して、国分寺の総本山として都に建
立させた寺院は何という？

問6 行基が協力したことでも知られる、聖武天皇が国家の安泰を願って奈良に造営した巨大
な仏像を何という？

問7 奈良時代の班田収授法において、政府から農民一人ひとりに分け与えられた田を何とい
う？

問8 古代、中国の都から西アジアまでを結び、日本へ多くの貴重な文物や文化を伝えた交易
路を何という？

問9 奈良時代に、中国の制度や文化を学ぶために派遣された使節を何という？

問10 奈良時代の九州地方に派遣され、防衛の任務についた兵士を何という？

問11 大伴家持らが編纂に関わったとされる、現存する日本最古の和歌集を何という？

問12 唐の長安を模して造られ、奈良時代に都が置かれた場所を何という？

問13 元明天皇が藤原京から都を移し、奈良時代が始まった年号は何という？

問14 奈良時代、唐の文化の影響を強く受けて華やかに発展した文化を何という？

問15 奈良時代、政府による統制が強まる中で、民衆の間を巡り歩いて深く信仰を集めた宗教
を何という？

問16 奈良時代の班田収授法において、政府が戸籍に基づき土地（口分田）を分け与える対象
となったのは何歳以上の男女？

問17 律令制度において、神祇官と共に二官の一つとして行政の統括を担った機関を何とい
う？

問18 朝廷が令制国ごとの土地の由来や産物などを記録させた地理書を何という？

問19 奈良時代、仏教の影響を強く受けた国際色豊かな文化を栄えさせた天皇は誰？

問20 奈良時代、人口増加に伴う口分田の不足を解消するために、開墾した土地の永代私有を
認めた法律を何という？

問21 平城京の道路が整然と区画されていた様子を例える表現を何という？



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え
古事記

問2 答え
シルクロード

シルクロードは「絹の道」とも呼ばれ、中国から中央アジアを経て地中海世界へとつながる壮大なルートです。この道を通じ
て、ガラス製品やペルシャ風の文様、五絃琵琶といった西アジアの楽器などが日本へ伝わりました。正倉院は、聖武天皇ゆか
りの品々を納めた宝庫であり、国際色豊かな天平文化を今に伝える貴重なタイムカプセルとなっています。

問3 答え
国司

国司は、国府を拠点として、租庸調の徴収や公共事業、裁判など地方における行政実務を一手に担いました。これにより、中
央政府の命令が地方のすみずみまで行き届く仕組みが完成しました。

問4 答え
遣唐使

遣唐使は、天皇の命を受けて唐の都である長安へ赴き、最新の仏教や学問、政治体制を吸収しました。阿倍仲麻呂や最澄、空
海など、多くの著名な人物も遣唐使として渡航し、帰国後に日本の文化や仏教の発展に大きく貢献しました。

問5 答え
東大寺

聖武天皇の命により、各国の国分寺を束ねる総本山として建設されました。特に本尊である大仏の建立は、当時の国家プロジ
ェクトとして非常に大きな規模で行われました。

問6 答え
東大寺の大仏

「東大寺の大仏」は、鎮護国家の精神を象徴する巨大な銅像です。完成には膨大な費用と人員が必要であり、聖武天皇は人望
の厚い僧・行基に協力を仰ぎました。多くの民衆や貴族が造営に関わり、ようやく完成しました。

問7 答え
口分田

6歳以上の男女に与えられ、その代償として農民は租・庸・調などの税を納める義務を負いました。農民の死後は国に返還する
決まりとなっていました。この土地で稲を栽培し、国の財政を支える仕組みでした。

問8 答え
シルクロード

シルクロードは、東アジアの中国から西アジア、さらにはヨーロッパへ通じる壮大な交易路です。この道を通じて、宝石、織
物、香料、あるいは仏教やキリスト教などの宗教、芸術の技法が伝播しました。日本にもその影響が及び、当時の奈良に伝わ
った宝物の中には、シルクロードを経由して渡来したものが見られます。

問9 答え
遣唐使

遣唐使は、7世紀から9世紀にかけて、日本が唐へ派遣した公式の使節団です。留学生や学問僧らが同行し、唐の政治制度、仏
教、建築、美術、音楽など、多岐にわたる先進的な知識を日本に持ち帰りました。これらは当時の日本社会を急速に発展させ
る原動力となりました。

問10 答え
防人

防人は、大和朝廷が九州地方の防衛のために配置した兵士です。主に東国（現在の関東地方）の農民から徴兵され、長期間の
任期で現地に派遣されました。万葉集には、故郷を離れる寂しさや任務の過酷さを歌った防人の歌が多く収められており、当
時の人々の苦しい生活の様子を今に伝えています。

問11 答え
万葉集

万葉集は、現存する日本最古の和歌集です。歌人としても有名な大伴家持が編纂に大きく貢献したとされており、奈良時代末
期までに完成しました。収録されている歌は、天皇から防人、農民まで非常に幅広い階層の人々によって詠まれたものであ
り、当時の多様な人々の感情や生活文化が生き生きと表現されています。

問12 答え
平城京

710年に飛鳥から遷都された平城京は、当時の中国である唐の都・長安を模して作られました。道が碁盤の目状に整備され、
天皇が住む宮殿を中心に官庁が並ぶ、本格的な計画都市でした。ここを拠点として、全国の国司を指揮し、租税を徴収する律
令政治が行われました。

問13 答え
710年

710年、元明天皇は藤原京から平城京へ都を移しました。平城京は、大陸の都にならった碁盤の目状の区画（条坊制）を持
ち、宮殿を中心に政治機能が集約された都市です。これにより、天皇を中心とした国家の威信を内外に示すとともに、官僚機
構による効率的な統治が可能となりました。

問14 答え
天平文化

天平文化は、東大寺大仏の建立や唐招提寺のような壮麗な建築、精巧な仏像彫刻などが特徴です。また、『古事記』や『日本
書紀』の編纂など、歴史書や文学においても大きな発展が見られました。

問15 答え
仏教

当時の仏教は、国家の公的な儀式のみならず、次第に一般民衆の生活や心にも浸透していきました。行基などの僧侶が、禁じ
られていた私的な布教活動を行い、民衆を救済するために活動したことで、広い層に広まりました。

問16 答え
6歳以上

戸籍（庚午年籍など）を6年ごとに作り直し、6歳以上の男女に対して、身分や性別に応じた広さの口分田を貸し出しました。
この制度により、政府は確実な徴税を目指しました。

問17 答え
太政官

太政官は、八省を統括し、国政の運営を担当する最高機関です。長官である太政大臣を中心に、左大臣、右大臣などが政治の
実務を行いました。

問18 答え
風土記

風土記には、その土地の名前の由来、特産物、地形、古い伝承などが詳しく記されています。現存するものとしては、『出雲
国風土記』が非常に詳しいことで知られています。

問19 答え
聖武天皇

聖武天皇は熱心な仏教徒で、仏教による国の守り（鎮護国家）を理想としました。彼が中心となって栄えた文化は「天平文
化」と呼ばれ、遣唐使を通じて唐や西域の文化を積極的に取り入れました。

問20 答え
墾田永年私財法

743年に制定された墾田永年私財法は、新しく開墾した土地の永代私有を認めるものです。それまでは一定期間後に土地を返
還するルールでしたが、この法律により私有が認められたことで、農民や有力者による開墾が活発になりました。

問21 答え
碁盤の目

平城京の道路は、東西南北に直線的に整備され、まるで囲碁の盤のような「碁盤の目」状の区画（条坊制）となっていまし
た。これにより、中央政府の役所や寺院、貴族の家などが計画的に配置され、非常に秩序だった都市空間が実現しました。こ
の構造は、後の平安京にも受け継がれることとなります。


